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弘
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大
師
の
顕
密
差
別
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ら
れ
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界

大　

塚　

伸　

夫

は
じ
め
に

弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
、以
下
空
海
と
略
称
）
の
生
涯
に
わ
た
る
思
想
傾
向
に
は
、大
き
く
分
け
て
宗
学
用
語
で
「
教
判
」

と
呼
ば
れ
る
比
較
思
想
論
と
、
真
言
密
教
の
思
想
や
世
界
観
の
明
示
と
い
っ
た
二
点
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う
の
も
、
前

者
の
比
較
思
想
論
は
、い
わ
ゆ
る
空
海
の
処
女
作
と
い
わ
れ
る
『
三
教
指
帰
』（
原
本
『
聾
瞽
指
帰
』、空
海
二
十
四
歳
こ
ろ
の
著
作
と
仮
定
）

に
始
ま
り
、『
弁
顕
密
二
教
論
』（
弘
仁
六
年
〈
八
一
五
〉
の
空
海
四
十
二
歳
こ
ろ
の
著
作
と
仮
定
）、『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
お
も
に
弘
仁
九
年

〈
八
一
八
〉
説
：
空
海
四
十
五
歳
、
あ
る
い
は
承
和
元
年
〈
八
三
四
〉
説
：
空
海
六
十
一
歳
の
両
説
あ
り
）、『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』（
四
文
構
成
の
う

ち
第
一
文
の
記
述
に
よ
れ
ば
、弘
仁
十
三
年〈
八
二
二
〉の
空
海
四
十
九
歳
の
こ
ろ
）、『
十
住
心
論
』と『
秘
蔵
宝
鑰
』（
両
書
共
に
天
長
七
年〈
八
三
〇
〉

の
勅
撰
書
：
空
海
五
十
七
歳
の
こ
ろ
）
に
い
た
る
ま
で
の
諸
著
作
を
通
じ
て
窺
え
る
思
想
特
徴
で
あ
り
、
お
よ
そ
空
海
が
入
唐
す
る
以

前
の
青
年
期
か
ら
晩
年
期
に
わ
た
る
終
生
一
貫
し
た
思
想
特
徴
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
特
徴
は
、
儒
教
・
道
教
と
い
っ

た
他
宗
教
（
イ
ン
ド
諸
天
の
諸
宗
教
を
も
含
む
）
お
よ
び
仏
教
諸
宗
と
密
教
と
の
比
較
思
想
論
と
い
え
る
も
の
で
、
顕
教
と
密
教
を
比

較
し
て
密
教
の
優
位
性
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
顕
密
差
別
思
想
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
著
作
の
な
か
で
も
入
唐
求
法
後
に
著
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さ
れ
た
代
表
的
な
著
作
に
は
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
と
内
包
性
の
三
点
が
強
調
さ
れ
る
思
想
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
後

者
の
密
教
の
思
想
や
世
界
観
の
明
示
で
は
、上
掲
し
た
著
作
以
外
に
『
即
身
成
仏
義
』『
声
字
実
相
義
』『
吽
字
義
』
の
三
部
の
書
（
弘

仁
末
以
降
で
即
・
声
・
吽
の
順
で
成
立
と
仮
定
）
と
い
わ
れ
る
密
教
の
思
想
と
世
界
観
を
明
示
す
る
諸
著
作
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
著
作
を

通
じ
て
は
、
従
来
の
仏
教
で
あ
る
顕
教
の
説
く
空
の
世
界
観
で
な
く
、
法
身
と
衆
生
、
宇
宙
と
自
己
と
の
平
等
性
を
視
点
と
す
る

超
絶
さ
れ
た
真
言
密
教
の
世
界
観
が
解
き
明
か
さ
れ
る
思
想
特
徴
が
う
か
が
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
空
海
の
思
想
傾
向
は
自
身
が

受
法
し
た
密
教
が
ど
れ
ほ
ど
勝
れ
た
教
え
で
あ
る
の
か
を
比
較
思
想
の
手
法
の
も
と
に
立
証
し
つ
つ
、
そ
の
密
教
の
思
想
と
世
界

観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
上
述
し
た
顕
密
差
別
の
比
較
思
想
論
に
見
ら
れ
る
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
と
内
包
性
を
抽
出
し
て
、
と
く
に
強

調
す
る
超
絶
性
の
背
景
と
な
る
密
教
経
論
の
諸
思
想
ま
で
遡
っ
て
、
空
海
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
張
す
る
真
言
密
教
の
深
遠
な
る

世
界
観
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
（
１
）。

㈠
顕
密
差
別
思
想
に
見
る
空
海
教
学
の
思
想
特
徴

本
節
で
は
、
ま
ず
空
海
の
顕
密
差
別
の
比
較
思
想
論
の
特
徴
に
着
目
し
て
み
た
い
。
扱
う
著
作
は
、
前
述
し
た
空
海
二
十
四
歳

こ
ろ
の
処
女
作
と
な
る
『
三
教
指
帰
』、入
唐
求
法
後
と
な
る
空
海
四
十
二
歳
こ
ろ
の
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
四
月
一
日
付
の
あ
る
『
勧

縁
疏
（
諸
の
有
縁
の
衆
を
勧
め
て
秘
密
の
法
蔵
を
写
し
奉
る
べ
き
文
）』、
ま
た
同
書
と
共
通
す
る
内
容
を
説
く
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
同
時
代
の
成

立
と
推
定
さ
れ
る
『
弁
顕
密
二
教
論（２
）』、
そ
の
後
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
弘
仁
九
年
〈
八
一
八
〉
説
：
空
海
四
十
五
歳
、
あ
る
い
は
承
和
元

年
〈
八
三
四
〉
説
：
空
海
六
十
一
歳
の
両
説
あ
り
。
後
述
す
る
ご
と
く
本
稿
で
は
弘
仁
九
年
の
原
本
成
立
説
を
採
用
）、
次
に
四
文
で
構
成
さ
れ
る

う
ち
の
第
一
文
よ
り
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
と
推
定
さ
れ
る
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
（
３
）』、

そ
し
て
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
勅
撰
書
で
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あ
る
『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』（
五
十
七
歳
の
こ
ろ
）
と
い
っ
た
空
海
の
主
著
作
を
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

著
作
を
通
じ
て
空
海
の
比
較
思
想
の
主
張
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。

一
　『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
儒
・
道
・
仏
の
三
教
比
較
論

さ
て
現
在
の
と
こ
ろ
、『
三
教
指
帰
』
は
空
海
の
出
家
宣
言
の
書
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
原
本
と
な
る
『
聾
瞽
指
帰
』
を

著
し
、
後
に
改
訂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
『
三
教
指
帰
』
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
両
書
と
も
に
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）

十
二
月
一
日
の
日
付
が
あ
る
も
の
の
、『
三
教
指
帰
』
三
巻
の
序
文
と
最
後
の
十
韻
の
詩
が
『
聾
瞽
指
帰
』
と
異
な
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
点
、
ま
た
両
書
本
文
は
内
容
的
に
は
一
致
す
る
も
の
の
、『
三
教
指
帰
』
本
文
の
字
句
が
『
聾
瞽
指
帰
』
と
は
異
な
る
字
句

に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
に
よ
っ
て
同
一
の
日
付
が
あ
る
も
の
の
、両
書
は『
聾
瞽
指
帰
』が
原
本
で『
三

教
指
帰
』
が
改
訂
版
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
こ
こ
で
は
、
改
訂
版
と
も
い
え
る
『
三
教
指
帰
』
を
も
と
に
空
海
の
三
教

に
対
す
る
浅
深
優
劣
の
比
較
論
を
確
認
し
て
み
た
い
。

同
書
は
戯
曲
的
な
作
風
の
も
と
に
登
場
人
物
が
五
名
ほ
ど
登
場
し
、
三
種
の
教
え
が
対
話
形
式
で
説
き
示
さ
れ
る
。
そ
の
登
場

人
物
は
、
教
え
が
披
瀝
さ
れ
る
舞
台
と
な
る
住
居
の
主
人
で
あ
る
兎
角
公
、
そ
の
外
甥
で
あ
り
遊
興
や
悪
事
に
耽
る
愚
か
な
蛭
牙

公
子
、
そ
し
て
こ
の
蛭
牙
公
子
へ
の
第
一
次
の
教
誡
を
行
う
亀
毛
先
生
（
上
巻
・
儒
教
）、
第
二
次
の
虚
亡
隠
士
（
中
巻
・
道
教
）、
第

三
次
の
仮
名
乞
児
（
下
巻
・
仏
教
）
で
あ
る
。
三
教
の
思
想
を
披
瀝
す
る
順
序
は
亀
毛
先
生
（
儒
教
）、虚
亡
隠
士
（
道
教
）、仮
名
乞
児
（
仏

教
）
の
順
に
て
行
わ
れ
る
が
、
最
後
の
仮
名
乞
児
こ
そ
が
若
き
青
年
時
代
の
空
海
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
次
と
な
る
亀
毛
先
生
論
の
主
と
な
る
教
誡
は
、
三
綱
（
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
道
徳
）
や
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
と
い
っ

た
孔
子
に
よ
る
儒
教
の
倫
理
道
徳
で
あ
り
、
こ
の
教
誡
の
も
と
に
蛭
牙
公
子
が
儒
教
に
感
銘
を
受
け
改
心
す
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
る
。
第
二
次
の
虚
亡
隠
士
論
で
は
、
先
の
亀
毛
先
生
に
よ
る
儒
教
倫
理
は
真
に
人
を
救
え
る
教
え
で
は
な
い
と
批
判
し
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て（５
）、
超
俗
の
道
や
神
仙
術
な
ど
の
老
子
に
よ
る
道
教
を
宣
揚
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
兎
角
公
・
蛭
牙
公
子
・
亀
毛
先
生
の
三
名
は

道
教
に
敬
服
し
て
こ
れ
を
学
ぼ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
若
き
時
代
の
空
海
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
仮

名
乞
児
で
あ
り
、
こ
の
第
三
次
の
仮
名
乞
児
論
で
は
、
儒
教
・
道
教
の
世
界
観
を
超
え
る
教
え
と
し
て
「
無
常
の
賦
」
と
「
生
死

海
の
賦
」を
説
い
て
仏
教
の
根
本
思
想
を
明
か
す
。
お
も
に
迷
い
の
世
界
に
苦
し
む
衆
生
の
在
り
方
、そ
の
生
死
輪
廻
の
世
界（
儒
教
・

道
教
の
範
疇
と
す
る
俗
世
界
）
よ
り
超
出
す
る
た
め
の
悟
り
に
向
か
う
仏
教
の
修
道
論
、
ま
た
成
仏
を
め
ざ
す
基
本
的
態
度
な
ど
が
開

陳
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
参
会
者
一
同
は
、
よ
り
奥
深
い
教
え
に
感
銘
し
仏
教
に
帰
依
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
法
華
・
華
厳
・
律
・
唯
識
・
起
信
な
ど
の
教
理
が
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
入
唐
以
前
の
空
海
の
仏
教
理
解
の
ほ
ど
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
（
６
）。

こ
の
よ
う
な
概
要
の
な
か
、
こ
こ
で
筆
者
が
着
目
し
た
い
の
は
、
同
書
が
儒
・
道
・
仏
の
三
教
浅
深
優
劣
に
関
し
て
仏
教
が
勝

れ
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
空
海
の
心
底
に
、
真
に
人
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
教
え
を
求
め

て
止
ま
な
い
求
道
態
度
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
人
を
救
済
で
き
る
よ
り
勝
れ
た
教
え
を

求
め
る
空
海
の
態
度
こ
そ
が
三
教
を
比
較
し
て
仏
教
優
位
と
み
る
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
（
や
が
て
空
海
の
こ
の
求
道
態

度
は
『
菩
提
心
論
』
の
説
く
菩
提
心
中
の
勝
義
心
と
し
て
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
）。

二
　『
勧
縁
疏
』
と
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
け
る
顕
密
二
教
の
比
較
論

入
唐
求
法
の
帰
国
後
と
な
る
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
四
月
一
日
付
の
あ
る
『
勧
縁
疏
』
に
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
『
弁
顕
密

二
教
論
』
と
類
似
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
は
『
勧
縁
疏
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
弘
仁
六
年
の

こ
ろ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
著
述
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
『
勧
縁
疏
』
と
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
内
容
に
関
す
る
類
似

性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
勝
又
［
一
九
七
〇
、三
七
―
四
四
頁
］
を
参
照
す
る
と
、
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
、
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「
教
益
の
勝
劣
」
に
関
す
る
内
容
の
有
無
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
く
ら
い
で
両
書
の
関
係
に
は
近
し
い
も
の
が
あ
ろ
う
が
、『
弁
顕

密
二
教
論
』
の
方
が
引
用
す
る
経
論
や
空
海
の
喩
釈
も
加
わ
っ
て
内
容
が
重
層
的
で
著
作
の
体
を
な
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
教

益
の
勝
劣
」
を
め
ぐ
っ
て
顕
密
二
教
の
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
が
『
勧
縁
疏
』
か
ら
『
弁
顕
密
二
教
論
』
へ
と
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

・『
勧
縁
疏
』
―
能
説
の
仏
身
、
修
行
方
法
、
随
他
意
語
と
随
自
意
語
、
因
分
可
説
と
果
分
可
説
、
成
仏
の
遅
速

・『
弁
顕
密
二
教
論
』
―
能
説
の
仏
身
、
所
説
の
教
法
（『
勧
縁
疏
』
の
随
他
意
語
と
随
自
意
語
、
因
分
可
説
と
果
分
可
説
に
対
応
）、
成

仏
の
遅
速
（『
勧
縁
疏
』
の
修
行
方
法
も
含
む
）、
教
益
の
勝
劣
（『
勧
縁
疏
』
に
は
未
説
）

こ
う
し
て
『
勧
縁
疏
』
と
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、顕
密
二
教
の
比
較
論
が
『
勧
縁
疏
』
か
ら
『
弁
顕
密
二
教
論
』

へ
と
展
開
し
た
と
予
想
で
き
る
。

そ
こ
で
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
け
る
顕
密
差
別
の
比
較
論
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
同
書
に
示
さ
れ
る
顕
教
と
密
教
と
の
二

教
比
較
の
論
点
は
前
掲
し
た
と
お
り
、
⑴
能
説
の
仏
身
、
⑵
所
説
の
教
法
、
⑶
成
仏
の
遅
速
、
⑷
教
益
の
勝
劣
の
四
項
目
で
構
成

さ
れ
る
。
こ
こ
で
筆
者
の
注
目
し
た
い
の
は
、
四
項
目
あ
る
顕
密
比
較
の
主
張
点
な
の
で
あ
る
。

⑴
能
説
の
仏
身
―
顕
教
で
は
説
法
し
な
い
と
み
さ
れ
る
法
身
に
よ
る
説
法
を
主
張
す
る
点

⑵
所
説
の
教
法
―
前
記
の
法
身
説
法
に
よ
る
所
説
の
教
法
が
、
悟
り
の
果
分
（
自
内
証
の
境
界
）
を
説
く
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
（
果
分
可
説
）、
そ
し
て
法
身
説
法
の
言
説
が
果
分
を
説
く
こ
と
の
で
き
る
如
義
言
説
と
み
な
さ
れ
る
三
密
の

法
門
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
点

⑶
成
仏
の
遅
速
―
顕
教
の
六
波
羅
蜜
に
よ
る
三
劫
成
仏
に
対
し
て
、密
教
が
三
密
行
に
よ
る
速
疾
成
仏
（
や
が
て
『
即
身
成
仏
義
』

に
よ
っ
て
六
大
・
四
曼
・
三
密
な
ど
を
用
い
た
即
身
成
仏
思
想
へ
と
展
開
す
る
）
を
主
張
す
る
点

⑷
教
益
の
勝
劣
―
密
教
の
真
言
陀
羅
尼
に
よ
る
救
済
力
の
功
徳
が
多
大
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
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が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
四
項
目
が
『
弁
顕
密
二
教
論
』
成
立
時
点
に
お
け
る
空
海
の
顕
密
二
教
の
比
較
論
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

要
略
す
れ
ば
、
法
身
の
説
く
法
門
が
密
教
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
身
内
証
の
法
門
と
し
て
の
三
密
門
で
あ
る
と
す
る
点
に
空
海
の
こ

だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
顕
教
で
は
説
法
し
な
い
と
さ
れ
た
立
場
は
自
明
の
理
の
よ
う
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
空
海
が
引
用
す
る
『
楞
伽
経
』
の
引
用
（
楞
伽
法
仏
説
法
の
文
）
な
ど
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
す
で
に
顕
教
の
立
場

で
も
法
身
説
法
を
認
め
る
大
乗
経
典
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
そ
う
と
す
る
文
脈
に
う
か
が
え
る
（
７
）。
ま
た
、
空
海
は
あ

え
て
偽
撰
説
の
あ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
用
い
て
、
大
乗
経
論
に
も
法
身
説
法
が
可
能
と
み
る
「
如
義
言
説
」（
五
種
言
説
の
う
ち
の

第
五
言
説
）
と
い
う
法
身
の
言
語
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
自
内
証
の
境
界
で
あ
る
果
分
を
説
く
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
を
主
張
し

て
い
た
文
脈（８
）に

、
た
と
え
偽
撰
書
を
用
い
て
も
そ
の
点
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
空
海
の
こ
だ
わ
り
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
法
身
説

法
と
如
義
言
説
の
明
示
こ
そ
、
法
身
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
密
教
の
三
密
法
門
に
も
と
づ
け
ば
速
疾
成
仏
を
は
た
す
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
よ
り
多
く
の
衆
生
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
功
徳
甚
深
な
る
教
え
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
既
存
の
日
本
仏
教
界
に
対
し

て
鮮
明
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
翻
れ
ば
、
こ
の
法
身
説
法
と
如
義
言
説
の
主
張
に
よ
っ
て
、
空

海
は
顕
教
と
密
教
と
の
間
に
は
法
身
内
証
智
の
果
分
可
説
を
め
ぐ
っ
て
超
絶
的
な
隔
た
り
（
超
絶
し
た
秘
密
の
境
界
）
が
あ
る
こ
と
を

示
そ
う
と
し
て
い
た
と
も
換
言
で
き
る（
９
）。
す
な
わ
ち
、
空
海
は
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
性
の
み
な
ら
ず
、
顕
教
の
教
義
で
は

到
底
及
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
密
教
に
お
け
る
法
身
内
証
智
（
衆
生
秘
密
：
衆
生
本
性
の
真
覚
、
如
来
秘
密
：
究
竟
最
極
法
身
の
自
境
）
の
超

絶
性
を
も
主
張
し
て
い
た
と
考
え
る

A
C
B

。

三
　『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
お
け
る
顕
密
二
教
の
比
較
論

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
、『
般
若
心
経
』
を
密
教
経
典
と
み
な
す
註
釈
書
と
し
て
空
海
の
著
作
の
な
か
で
異
彩
を
は
な
つ
も
の
で

あ
る
。
同
書
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
田
［
一
九
八
五
、一
一
四
三
―
一
一
四
五
頁
］
に
よ
れ
ば
、
古
来
よ
り
「
上
表
文
」
に
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も
と
づ
く
弘
仁
九
年
説
（
宥
快
な
ど
の
高
野
山
古
徳
が
支
持
）
と
藤
原
敦
光
に
よ
る
承
和
元
年
説
（
済
暹
・
頼
瑜
・
三
等
な
ど
が
支
持
）
が

有
力
視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
前
記
二
説
の
折
衷
説
と
し
て
空
海
が
弘
仁
年
中
に
「
開
題
」
を
述
作
し
、
後
の
承
和
元
年
に
こ
れ

を
再
治
し
て
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
な
し
、
空
海
に
代
わ
っ
て
道
昌
が
東
大
寺
真
言
院
に
て
講
演
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
杲
宝

説
）。
筆
者
と
し
て
は
、問
題
の
「
上
表
文
」
が
偽
撰
と
み
な
す
点
に
つ
い
て
は
同
意
す
る
も
の
の
、弘
仁
年
中
に
『
般
若
心
経
秘
鍵
』

の
原
本
と
な
る
も
の
が
著
さ
れ
た
可
能
性
さ
え
否
定
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
仮
に
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
前
後

の
頃
に
原
本
ら
し
き
も
の
が
述
作
さ
れ
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
の
講
演
の
際
に
そ
れ
が
再
治
さ
れ
て
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
成
立

し
た
可
能
性
を
想
定
し
て
み
た
い
。

さ
て
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
お
け
る
顕
教
と
密
教
と
の
比
較
論
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
三
種
の
形
式
が
あ
る
と
み
る
。
そ
の

第
一
の
形
式
は
、
密
教
以
外
の
教
え
を
人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
と
い
っ
た
教
え
そ
の
も
の
を
「
五
乗
」
と
し

て
表
現
し
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
密
教
と
比
較
す
る
形
式
の
も
の
。
第
二
は
、『
般
若
心
経
』
を
五
分
判
釈
す
る
な
か
の
「
第
二
分

別
諸
乗
分
」
に
見
ら
れ
る
華
厳
・
三
論
・
法
相
・
声
聞
・
縁
覚
・
天
台
の
六
宗
に
分
類
す
る
形
式
で
あ
る
。
第
三
は
、「
七
宗
の
行
果
」

と
表
現
さ
れ
る
形
式
の
も
の
で
、
仏
教
諸
宗
の
華
厳
・
三
論
・
法
相
・
声
聞
・
縁
覚
・
天
台
の
六
宗
に
密
教
（
真
言
）
を
加
え
て
七

宗
と
す
る
形
式
で
あ
る
。

第
一
の
五
乗
に
つ
い
て
は
、
大
綱
序
に
お
い
て
密
教
を
志
向
す
る
者
に
は
金
胎
の
密
教
が
、
ま
た
顕
教
を
志
向
す
る
者
に
は
人

乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
五
乗
の
教
え
が
開
示
さ
れ
る
と
述
べ
、
密
教
と
顕
教
と
の
間
に
は
悟
り
に
い
た
る
ま

で
の
障
害
に
関
す
る
軽
重
の
差
、
悟
り
に
向
か
う
時
間
的
な
遅
速
の
差
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
密
教
以
外
の
五
乗
は
み
な

幻
化
影
像
の
よ
う
な
権
方
便
の
教
え
に
留
ま
っ
て
お
り
、
顕
教
で
は
密
教
の
直
道
に
進
趣
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ

て
い
る

A
D
B

。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
『
三
教
指
帰
』
よ
り
継
承
さ
れ
る
儒
・
道
の
両
教
に
、
仏
教
を
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
に

開
い
て
加
え
た
五
乗
の
教
え
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
、
密
教
こ
そ
が
真
実
の
教
え
と
み
な
す
顕
密
二
教
の
比
較
論
が
展
開
さ
れ
て
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い
る
と
み
な
せ
る
。

第
二
の
分
別
諸
乗
分
に
見
ら
れ
る
六
宗
に
つ
い
て
は
、『
般
若
心
経
』
の
各
説
段
を
建
：
建
立
如
来
（
普
賢
→
華
厳
、不
二
無
礙
円
融
）、

絶
：
無
戯
論
如
来
（
文
殊
→
三
論
、
八
不
独
空
畢
竟
）、
相
：
摩
訶
梅
多
羅
冒
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
→
法
相
、
唯
識
識
性
幻
影
）、
二
：
二
乗
（
声

聞
→
唯
蘊
無
我
、
縁
覚
→
抜
業
因
種
）、
一
：
阿
里
也
嚩
路
枳
帝
冒
地
薩
怛
嚩
（
観
音
→
天
台
、
一
道
清
浄
不
染
）
の
各
三
摩
地
門
を
説
く
内

容
で
あ
る
こ
と
（
分
別
諸
乗
）
を
示
そ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
六
宗
に
関
す
る
教
理
の
浅
深
優
劣
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、『
般

若
心
経
』
に
お
け
る
各
説
段
の
内
容
が
前
述
し
た
六
宗
の
教
理
（
行
人
所
観
の
法
）
と
各
菩
薩
の
三
摩
地
門
を
示
す
よ
う
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
読
者
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る

A
E
B

。
そ
の
他
、
従
来
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
と
し

て
、
こ
の
六
宗
に
対
応
す
る
各
菩
薩
の
配
当
方
法
に
は
不
空
の
『
理
趣
釈
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
重
要

に
思
え
る
。
た
と
え
ば
、『
理
趣
経
』
第
十
一
段
に
お
け
る
教
主
の
「
一
切
平
等
建
立
如
来
」
は
、
不
空
の
『
理
趣
釈
』
に
よ
れ
ば

聴
聞
衆
の
八
大
菩
薩
の
う
ち
の
普
賢
菩
薩
と
み
な
さ
れ
る
。
同
様
に
第
七
段
に
お
け
る
教
主
の「
一
切
無
戯
論
如
来
」は
文
殊
師
利
、

第
四
段
に
お
け
る
教
主
の「
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
」は
観
自
在
、第
十
段
に
お
け
る
教
主
の「
能
調
伏
持
智
拳
如
来
」は
慈
氏（
弥
勒
）

に
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
対
応
す
る

A
F
B

。
残
る
唯
蘊
無
我
と
抜
業
因
種
の
二
乗
は
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
用
語
で
あ

り
、
こ
の
二
乗
以
外
の
四
宗
の
配
当
は
、
お
そ
ら
く
『
般
若
心
経
』
と
『
理
趣
経
』
が
同
じ
『
般
若
経
』
類
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

空
海
に
よ
る
こ
れ
ら
菩
薩
の
配
当
は
不
空
の
『
理
趣
釈
』
を
援
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
『
般
若
心
経
』
に
前
記
の
六
宗
の
教
え
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
見
る
空
海
の
着
眼
点
な
の
で
あ
る
。
従
来
、『
般
若
心
経
』

は『
般
若
経
』の
心
髄
で
あ
る
諸
法
皆
空
の
空
思
想
を
説
く
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
常
識
を
覆
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
不
空
の『
理

趣
釈
』
に
な
ら
っ
て
、
行
人
所
観
の
法
（
不
二
無
礙
円
融
以
下
の
証
悟
さ
れ
る
べ
き
法
）
に
対
し
て
普
賢
以
下
の
諸
尊
の
三
摩
地
を
配
当

し
て
い
る
点
は
、
十
住
心
の
住
心
名
を
挙
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
ま
っ
た
く
『
十
住
心
論
』
に
お
け
る
十
住
心
の
各

住
心
を
各
菩
薩
の
境
地
に
深
秘
釈
し
配
当
す
る
内
容
と
共
通
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
原
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本
成
立
当
初
を
『
弁
顕
密
二
教
論
』
成
立
（
弘
仁
六
年
）
以
降
の
弘
仁
九
年
前
後
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
空
海
の
十
住
心
思
想
に
お

け
る
深
秘
釈
に
対
応
す
る
曼
荼
羅
の
尊
格
構
想
の
着
想
が
こ
の
頃
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
予
想
で
き
る
。

第
三
の
七
宗
の
行
果
に
つ
い
て
は
、
大
意
序
と
第
三
行
人
得
益
分
に
お
け
る
二
例

A
G
B

が
あ
る
。
こ
の
用
例
は
、
仏
教
諸
宗
の
華
厳
・

三
論
・
法
相
・
声
聞
・
縁
覚
・
天
台
の
六
宗
に
密
教
（
真
言
）
を
加
え
て
七
宗
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
も
に
七
宗
の
行
果
に
関
し

て
は
、顕
密
二
教
に
お
け
る
証
悟
の
浅
深
優
劣
の
比
較
論
と
い
う
よ
り
、同
書
が『
般
若
心
経
』の
註
釈
と
い
う
性
格
の
た
め
か
、『
般

若
心
経
』
の
説
段
の
内
容
に
は
そ
も
そ
も
声
聞
・
縁
覚
・
大
乗
・
密
教
に
わ
た
る
七
宗
の
行
果
が
あ
ま
ね
く
説
示
さ
れ
て
い
る
と

い
う
趣
旨
を
明
か
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、七
宗
の
行
果
を
比
較
し
て
優
劣
を
判
定
す
る
と
い
う
よ
り
、『
般
若
心
経
』

に
は
顕
教
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
密
教
の
悟
り
の
行
果
も
含
ま
れ
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
翻
れ
ば
、
空
海
の

捉
え
る
『
般
若
心
経
』
と
は
教
説
的
に
は
顕
密
二
教
の
悟
り
の
行
果
を
説
く
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
空
海
が
同
経
を
「
大
般
若
波

羅
蜜
多
心
経
と
い
っ
ぱ
、
す
な
わ
ち
こ
れ
大
般
若
菩
薩
の
大
心
真
言
三
摩
地
法
門
な
り
（
弘
全
第
一
輯
、
五
五
五
頁
）」
と
総
括
す
る

よ
う
に
、
声
聞
縁
覚
大
乗
の
顕
教
か
ら
密
教
に
い
た
る
す
べ
て
の
教
え
を
包
摂
す
る
密
教
の
三
摩
地
門
を
説
く
経
典
で
あ
っ
た
と

み
な
す
捉
え
方
（
密
教
眼
）
を
弟
子
た
ち
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
意
図
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
第
五
の
秘
蔵
真
言
分
で
は
、

「
初
め
の
ギ
ャ
テ
イ
は
声
聞
の
行
果
を
顕
し
、
二
の
ギ
ャ
テ
イ
は
縁
覚
の
行
果
を
挙
げ
、
三
の
ハ
ラ
ギ
ャ
テ
イ
は
諸
大
乗
最
勝
の
行
果
を
指
し
、
四
の
ハ

ラ
ソ
ウ
ギ
ャ
テ
イ
は
真
言
曼
荼
羅
具
足
輪
円
の
行
果
を
明
か
し
、五
の
ボ
ウ
ヂ
ソ
ワ
カ
は
上
の
諸
乗
究
竟
菩
提
証
入
の
義
を
説
く
。
句
義
か
く
の
ご
と
し
。

…
（
中
略
）
…
こ
れ
す
な
わ
ち
秘
機
の
た
め
に
こ
の
説
を
な
す
。
龍
猛
・
無
畏
・
広
智
等
も
ま
た
そ
の
義
を
説
け
り
（
弘
全
第
一
輯
、
五
六
一
―
五
六
二

頁
）」
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
三
の
用
例
に
お
い
て
は
、
顕
密
二
教
に
お
け
る
密
教
の
優
越
性
や
超

絶
性
と
い
う
よ
り
は
、
密
教
の
三
摩
地
門
に
は
顕
密
二
教
の
深
義
が
包
摂
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
後
述
す
る
十
住
心
思
想
に

お
け
る
九
顕
十
密
（
深
秘
釈
）
の
思
想
構
造
に
も
通
ず
る
「
密
教
の
包
含
性
」
も
見
受
け
ら
れ
る
点
は
重
要
と
考
え
る
（
た
だ
し
同
書

に
は
七
宗
の
宗
名
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
唯
蘊
無
我
と
抜
業
因
種
の
二
住
心
名
以
外
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
『
十
住
心
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
成
立
以
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前
の
時
代
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
）。

四
　『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
に
お
け
る
顕
密
二
教
の
比
較
論

そ
れ
で
は
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
の
場
合
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
同
書
の
著
作
年
代
は
四
文
構
成
の
う
ち
の
第
一
文
の

文
意
よ
り
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
弘
仁
十
三
年
に
空
海
が
東
大
寺
の
真
言
院
灌
頂
道
場
に
お
い

て
平
城
上
皇
に
灌
頂
を
授
け
た
お
り
の
灌
頂
文
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
同
書
の
第
一
文
に
空
海
の
入
唐
求
法
よ

り
帰
朝
し
て
「
一
十
七
年
を
経
た
り
（
弘
全
第
二
輯
、一
五
八
頁
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
算
出
さ
れ
る
年
代
と
も
一
致
す
る
こ
と
に
よ
る
。

さ
て
、
同
書
は
四
文
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
四
文
に
示
さ
れ
る
比
較
論
の
趣
旨
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

第
一
文
（
そ
れ
八
繕
の
深
海
〜
、
弘
全
第
二
輯
、
一
五
四
―
一
五
八
頁
）
は
、
密
教
で
あ
る
真
言
法
門
の
特
色
（
真
言
法
門
が
法
身
説
法
に
よ
る

教
え
で
あ
る
こ
と
・
自
心
仏
・
三
密
行
・
八
祖
相
承
・
三
昧
耶
戒
の
深
旨
な
ど
）
を
説
明
し
、
授
戒
に
際
し
て
真
言
密
教
の
奥
深
さ
（
超
絶
性
）

を
強
調
し
た
上
で
、『
六
波
羅
蜜
経
』
よ
り
五
蔵
説
を
引
用
し
密
教
の
優
位
性
を
示
し
て
い
る

A
H
B

。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
文
は
灌
頂
授
法

す
る
真
言
法
門
の
超
絶
性
と
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
性
と
い
う
二
点
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。

第
二
文
（
そ
れ
こ
の
大
虚
に
過
ぎ
て
〜
、
弘
全
第
二
輯
、
一
五
八
―
一
六
三
頁
）
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
衆
生
の
本
有
本
覚
を
「
自
仏
（
自

心
仏
）」
と
表
記
し
、
具
体
的
に
「
清
浄
覚
者
本
よ
り
具
し
、
勤
念
を
仮
ら
ず
し
て
法
然
の
薩
埵
自
ら
得
た
り
」
な
ど
と
衆
生
の
本

有
本
覚
を
述
べ
た
後
に
、
密
教
の
悟
り
の
境
界
の
超
絶
性
を
示
し
、
次
い
で
律
（
灰
身
滅
智
）・
俱
舎
（
三
世
実
有
）・
成
実
（
析
法
空
、

以
上
ま
で
が
小
乗
）・
法
相
（
唯
識
無
境
、
弥
勒
大
慈
三
昧
の
門
）・
三
論
（
八
不
空
性
、
文
殊
三
昧
の
門
）・
天
台
（
一
念
三
諦
、
観
音
大
悲
三
昧
の
門
）・

華
厳
（
心
仏
無
別
、
普
賢
大
士
法
界
三
昧
の
門
）
の
七
宗
名
と
菩
薩
の
三
摩
地
門
の
綱
要
を
陳
述
し
て
、
如
上
の
教
え
は
み
な
釈
迦
医
王

他
受
用
身
に
よ
る
随
機
の
教
え
で
あ
る
と
真
言
以
外
の
顕
教
の
法
門
を
一
蹴
す
る
。
そ
し
て
第
八
番
目
に
灌
頂
受
法
す
る
密
教
を

取
り
上
げ
、
こ
の
法
門
は
大
日
如
来
の
悟
り
の
境
界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
自
仏
（
自
心
仏
）」
を
観
得
す
る
法
門
で
あ
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る
旨
を
明
か
し
て
、
最
後
に
三
昧
耶
の
義
を
開
陳
し
な
が
ら
受
法
す
る
密
教
の
法
門
は
「
大
乗
衆
教
の
中
に
最
尊
最
貴
な
り
」
と
、

他
宗
に
対
す
る
密
教
法
門
の
優
位
性
を
主
張
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
文
の
趣
旨
は
、
小
乗
・
大
乗
に
わ

た
る
顕
教
の
七
宗
と
密
教
を
含
む
八
宗
の
綱
要
を
明
か
す
な
か
で
、
先
の
第
一
文
よ
り
具
体
的
な
七
宗
の
教
理
に
つ
い
て
述
べ
な

が
ら
各
宗
の
教
理
と
菩
薩
の
三
摩
地
門
を
配
当
す
る
な
ど
第
一
文
よ
り
さ
ら
に
展
開
し
た
、
前
述
の
『
秘
鍵
』
第
二
の
形
式
と
同

様
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
全
体
的
な
構
成
と
し
て
は
や
は
り
第
一
文
と
同
様
な
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
の
二

点
を
主
張
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
文
（
そ
れ
気
海
微
し
と
雖
も
〜
、
弘
全
第
二
輯
、
一
六
三
―
一
六
五
頁
）
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
文
章
の
入
り
方
に
特
徴
が
あ
り
、

満
界
の
雲
を
起
こ
し
虚
空
を
照
ら
す
龍
王
・
深
海
の
底
を
極
め
る
羅
睺
阿
修
羅
龍
王
・
広
き
翼
を
も
つ
金
翅
鳥
・
法
界
を
一
心
に

包
む
菩
薩
な
ど
を
用
例
に
喩
え
な
が
ら
、衆
生
の
機
根
が
万
差
ゆ
え
に
教
え
も
異
な
る
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
い
で『
六
波
羅
蜜
経
』

の
五
蔵
説
（
経
蔵
・
律
蔵
・
論
蔵
・
般
若
蔵
・
総
持
蔵
）
を
紹
介
し
な
が
ら
第
五
の
総
持
蔵
が
五
味
の
醍
醐
に
相
当
し
、
一
切
の
病
を
治

す
教
益
の
勝
れ
て
い
る
点
や
速
や
か
に
法
身
を
証
得
す
る
旨
を
明
か
し
て
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
を
示
す
。
つ
い
で
仏
教
の
教

え
に
も
八
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
し
て
、
律
宗
・
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
法
相
宗
・
三
論
宗
・
天
台
宗
・
華
厳
・
真
言
の
八
宗
を
列
挙

し
て
、
初
め
の
三
宗
を
小
乗
、
次
の
四
宗
を
大
乗
、
最
後
の
真
言
を
秘
密
金
剛
乗
と
区
分
す
る
。
そ
の
上
で
律
は
「
身
口
の
七
支

を
防
ぎ
、
小
涅
槃
を
証
し
」、
俱
舎
は
「
三
世
実
有
等
の
義
を
談
じ
」、
成
実
は
「
析
法
空
の
義
を
談
じ
」、
法
相
は
「
八
識
・
三
性
・

六
度
等
の
法
を
説
き
」、
三
論
は
「
八
不
空
性
、
絶
諸
戯
論
寂
静
安
楽
等
の
理
趣
を
談
じ
」、
天
台
は
「
三
諦
・
一
心
・
造
境
即
中

を
説
き
」、華
厳
は「
法
界
円
融
し
、理
事
無
礙
〜
重
々
無
尽
を
も
っ
て
一
心
と
な
す
と
論
ず
る
」と
顕
教
七
宗
の
教
法
を
要
約
す
る
。

そ
し
て
第
二
文
と
同
様
に
こ
れ
ら
七
宗
は
応
化
の
談
、
随
機
の
教
え
と
断
じ
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
あ
た
り
密
教
の
法
門
で
あ
る

三
昧
耶
戒
に
言
及
す
る
、
と
い
っ
た
構
成
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
三
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
全
体
的
な
構
成
と
し
て
や
は
り

第
一
文
・
第
二
文
と
同
様
な
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
の
二
点
を
主
張
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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と
こ
ろ
が
、
最
後
の
第
四
文
（
若
し
そ
れ
一
千
二
百
の
薬
草
〜
、
弘
全
第
二
輯
、
一
六
五
―
一
七
二
頁
）
は
前
述
し
た
三
文
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
『
三
昧
耶
戒
序
』
と
同
様
の
文
章
な
の
で
あ
る
。
内
容
構
成
と
し
て
は
、
十
住
心
名
を
と
も
な
う
十
住
心
思
想
・
四
種

の
菩
提
心
思
想
・
三
昧
耶
戒
思
想
の
三
段
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

上
段
と
な
る
十
住
心
思
想
を
説
く
段
で
は
、
多
様
な
身
心
の
病
に
応
じ
た
多
様
な
薬
が
あ
る
よ
う
に
、
教
え
も
多
様
な
人
々
に

応
じ
た
膨
大
な
教
え
が
あ
る
こ
と
を
第
二
文
と
第
三
文
と
同
様
に
示
し
て
、
愚
童
持
斎
（
儒
教
）・
嬰
童
無
畏
（
道
教
）・
声
聞
・
縁

覚
（
二
乗
）・
他
縁
大
乗
（
法
相
）・
覚
心
不
生
（
三
論
）・
如
実
一
道
（
天
台
）・
極
無
自
性
（
華
厳
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
他
受
用
応

化
仏
の
所
説
の
教
え
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
最
後
に
授
法
す
る
三
昧
耶
戒
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
密
教
が
「
大
毘
盧
遮
那
自

性
法
身
所
説
の
真
言
曼
荼
羅
教
」
で
あ
る
旨
を
示
す
。
こ
こ
で
は
前
述
し
た
第
二
文
や
第
三
文
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
七
宗
の
宗
名

を
挙
げ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
住
心
名
で
列
挙
さ
れ
、
そ
の
順
序
も
『
大
日
経
』
住
心
品
や
『
十
住
心
論
』
と
同
じ
順
序
と
な
っ
て

い
る
。

中
段
と
な
る
菩
提
心
思
想
を
説
く
説
段
で
は
、
真
言
曼
荼
羅
教
に
入
っ
て
修
行
し
よ
う
と
す
る
者
は
四
種
の
菩
提
心
を
発
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
信
心
・
大
悲
心
・
勝
義
心
・
大
菩
提
心
の
四
種
心
を
順
次
解
説
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
三

の
勝
義
心
を
解
説
す
る
箇
所
で
は
、
第
一
住
心
に
相
当
す
る
異
生
羝
羊
よ
り
第
九
住
心
の
極
無
自
性
心
が
解
説
さ
れ
、
こ
の
極
無

自
性
心
を
「
な
お
こ
れ
成
仏
の
因
、
初
心
の
仏
な
り
。
五
相
成
身
、
四
種
曼
荼
羅
未
だ
具
足
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
こ
の
故
に
住

す
べ
か
ら
ず
。
い
わ
く
未
得
を
得
と
な
し
、
未
到
を
到
と
お
も
え
り
」
と
し
て
、
顕
教
の
悟
り
の
境
地
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

よ
り
深
い
密
教
世
界
に
悟
入
す
べ
き
た
め
に
「
最
上
の
智
慧
を
も
っ
て
乗
の
差
別
を
簡
ん
で
菩
提
心
を
発
す
べ
し
」
と
の
深
般
若

の
勝
義
心
を
明
か
す
点
は
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、こ
の
一
段
に
密
教
の
優
位
性（
住
心
の
順
序
と
し
て
密
教
が
最
後
に
位
置
す
る
点
）

と
と
も
に
、
顕
教
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
密
教
の
超
絶
性
（
顕
教
で
は
未
得
・
未
到
の
領
域
に
し
て
五
相
成
身
観
と
四
種
曼
荼
羅

の
み
が
示
す
こ
と
の
で
き
る
法
身
大
毘
盧
遮
那
の
悟
り
の
世
界
）
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
四
の
大
菩
提
心
の
箇
所
で
は
、
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能
求
と
所
求
の
菩
提
心
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
所
求
の
菩
提
心
に
お
い
て
法
身
大
毘
盧
遮
那
の
密
教
世
界
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

次
の
後
段
と
な
る
三
昧
耶
戒
思
想
を
説
く
説
段
で
は
、
大
悲
・
勝
義
・
三
摩
地
（
大
菩
提
心
）
の
菩
提
心
を
戒
体
と
す
る
、
そ
の

密
教
戒
に
住
す
べ
き
旨
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
説
段
に
お
い
て
も
前
九
住
心
を
漸
次
昇
住
し
て
最
後
に
「
究
竟
最
勝
金
剛
の
心
」

な
る
「
秘
密
荘
厳
心
」
に
住
す
べ
き
旨
が
示
さ
れ
て
三
昧
耶
仏
戒
の
義
（
秘
密
荘
厳
心
に
住
し
て
衆
生
利
益
の
仏
業
を
展
開
す
る
仏
戒
）
が

開
陳
さ
れ
る
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
三
昧
耶
戒
を
菩
提
心
戒
と
も
呼
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
説
段
に
は
三
昧
耶
戒
と
い
う
密
教
戒
を
通
じ
て
い
か
ん
な
く
密
教
の
悟
り
の
世
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
第
十
秘
密
荘
厳
心
に
お
い
て
『
菩
提
心
論
』
の
五
相
成
身
観
な
ど
の
三
摩
地
段
が
全
文
引
用
さ
れ
る
の
と
共

通
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
の
で
、
密
教
の
優
位
性
（
秘
密
荘
厳
心
が
最
後
に
明
記
さ
れ
、
住
心
の
順
序
と
し
て
密
教
が
最
高
位
に
位
置
す
る
点
）

と
と
も
に
、顕
教
の
悟
り
で
は
到
底
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
密
教
の
悟
り
の
超
絶
性
（
三
摩
地
心
と
も
い
え
る
秘
密
荘
厳
心
の
境
地
）

の
二
点
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
の
全
四
文
を
概
観
し
て
み
る
と
、
第
二
文
と
第
三
文
の
段
階
で
八
宗
の
概
要
が
示
さ
れ
、
第

四
文
に
な
る
と
『
十
住
心
論
』
と
同
様
の
十
住
心
名
が
登
場
し
て
き
て
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
が
示
さ
れ
る
と
い
っ
た
顕
密
の

比
較
論
が
展
開
し
て
い
た
と
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
、
四
文
の
成
立
順
と
し
て
は
第
一
文
→
第
二
文
→
第
三
文
→
第
四
文
と
次
第

し
て
改
訂
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
映
る
。
た
だ
し
第
四
文
に
見
ら
れ
る
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
の
二
点
は
、
菩
提
心
に
お
け
る

勝
義
心
の
強
調
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
か
、『
十
住
心
論
』
の
う
ち
の
九
顕
一
密
（
前
九
住
心
は
浅
く
第
十
の
密
教
心
は
深
い
悟
り
）

の
思
想
止
ま
り
で
、
九
顕
十
密
（
前
九
住
心
も
ま
た
密
教
の
住
心
の
展
開
過
程
と
み
な
す
も
の
）
の
思
想
構
造
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
第
四
文
は
明
確
な
十
住
心
思
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
六
宗
の
宗
名
の

み
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
よ
り
進
ん
だ
顕
密
の
比
較
論
を
構
築
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
空
海
に
よ
る
比
較
論
の
手
法

を
展
開
順
に
序
列
化
し
て
み
れ
ば
、
第
一
文
→
第
二
文
→
『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
顕
教
の
六
宗
と
密
教
）
→
第
三
文
（
律
宗
を
含
む
顕
教
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の
七
宗
と
密
教
）
→
第
四
文
（
十
住
心
）
と
展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
灌
頂
文
』
第
四
文
の
あ
た
り

か
ら
十
住
心
の
住
心
名
が
確
定
し
十
住
心
思
想
が
構
想
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
提
出
が
天

長
七
年
ゆ
え
、
著
述
は
勅
命
が
下
っ
て
か
ら
の
着
手
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
十
住
心
の
構
想
は
こ
の
『
灌
頂
文
』
第
四
文
の
著
述
年
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
小
渕
［
二
〇
二
〇
、一
一
七
―
一
二
一
頁
］
に
よ
れ
ば
遅
く
と
も
天
長
四
年
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）。

五
　『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
け
る
顕
密
二
教
の
比
較
論

『
十
住
心
論
』
と
『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
前
述
し
た
よ
う
に
天
長
七
年
の
勅
撰
書
で
あ
る
。
両
書
は
い
ず
れ
も
十
住
心
に
つ
い
て
論

述
さ
れ
る
著
作
で
あ
る
も
の
の
、『
十
住
心
論
』
は
一
〇
巻
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
三
巻
の
分
量
で
あ
る
た
め
両
書
の
文
章
量
が
そ
も

そ
も
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
自
ず
と
両
書
の
間
に
は
勝
又
［
一
九
七
〇
、一
九
〇
―
一
九
二
頁
］
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
お
お
よ

そ
六
項
目
を
数
え
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

⑴	

十
住
心
思
想
の
二
段
解
釈
の
相
違
：『
十
住
心
論
』
で
は
各
住
心
の
説
段
が
浅
略
釈
（
九
顕
一
密
）
と
深
秘
釈
（
九
顕
十
密
）

の
二
段
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
浅
略
釈
の
み
で
構
成
さ
れ
る
点

⑵	

引
用
文
の
有
無
の
相
違
：『
十
住
心
論
』
で
は
、『
大
日
経
』『
大
日
経
疏
』『
金
剛
頂
経
』『
理
趣
経
』『
理
趣
釈
』『
菩
提
心
論
』

な
ど
の
中
期
密
教
経
論
を
始
め
、『
観
仏
三
昧
経
』『
凡
聖
界
地
章
』
と
い
っ
た
大
乗
経
論
、律
典
、倶
舎
論
疏
、窺
基
・
吉
蔵
・

智
顗
・
法
蔵
な
ど
の
各
註
釈
書
類
、
仏
教
以
外
の
『
論
語
』『
尚
書
』『
左
伝
』
関
連
の
典
籍
と
い
っ
た
多
く
の
書
物
が
各

住
心
に
適
宜
引
用
さ
れ
、
各
住
心
の
背
景
思
想
や
関
連
思
想
を
明
示
し
た
一
種
の
資
料
集
の
ご
と
き
体
裁
を
有
し
て
い
る

一
方
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
各
住
心
の
綱
要
が
示
さ
れ
つ
つ
も
前
記
の
引
用
文
が
殆
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
点

⑶	

両
書
の
共
通
部
分
の
存
在
：『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
け
る
第
五
住
心
よ
り
第
九
住
心
に
い
た
る
各
住
心
の
最
初
の
部
分
は
『
十

住
心
論
』
と
共
通
し
て
お
り
、『
十
住
心
論
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
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⑷	『
菩
提
心
論
』三
摩
地
段
引
用
の
相
違
：『
秘
蔵
宝
鑰
』の
第
十
住
心
に
引
用
す
る『
菩
提
心
論
』の
三
摩
地
段
は『
十
住
心
論
』

に
は
存
在
せ
ず
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
新
た
に
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点

⑸	『
釈
摩
訶
衍
論
』
五
重
問
答
引
用
の
相
違
：『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
第
六
よ
り
第
九
住
心
の
終
わ
り
部
分
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の

五
重
問
答
が
引
用
さ
れ
、
各
住
心
に
お
け
る
迷
・
悟
（
無
明
と
明
の
分
位
）
に
関
す
る
教
判
的
な
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

『
十
住
心
論
』
に
は
こ
れ
が
存
在
し
な
い
点

⑹	『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
第
四
住
心
の
と
こ
ろ
で
憂
国
公
子
と
玄
関
法
師
と
の
十
四
問
答
が
挿
入
さ
れ
て
、
仏
教
と
国
家
社
会
と

の
関
係
や
、
仏
教
と
儒
教
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
、
仏
教
が
国
家
社
会
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
有
益
な
宗
教
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、『
十
住
心
論
』
に
は
こ
の
問
答
自
体
が
存
在
し
な
い
点

こ
れ
ら
六
項
目
の
な
か
で
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
思
想
比
較
論
で
注
目
し
た
い
の
は
三
点
あ
る
。
第
一
点
は
、
⑴
十
住
心
思
想
の

二
段
解
釈
の
相
違
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
見
ら
れ
る
九
顕
一
密
の
思
想
、
い
わ
ゆ
る
筆
者
が
呼
ぶ
顕
教
に
対
す
る

密
教
の
優
位
性
で
あ
る
。
ま
た
『
十
住
心
論
』
に
は
浅
略
釈
と
深
秘
釈
の
二
段
が
見
ら
れ
る
う
ち
の
深
秘
釈
に
は
九
顕
十
密
の
思

想
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
筆
者
の
呼
ぶ
顕
教
を
包
摂
す
る
密
教
の
内
包
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
も
『
十
住
心
論
』

に
も
見
ら
れ
る
前
九
住
心
と
最
後
の
第
十
住
心
と
の
間
に
超
絶
し
た
密
教
の
悟
り
の
世
界
が
表
明
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二

点
は
、
⑷
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
け
る
『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
引
用
の
相
違
で
あ
る
。
こ
の
『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
は
五
相
成

身
観
と
い
っ
た
密
教
三
摩
地
法
の
要
旨
を
説
く
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
を
第
十
住
心
の
説
段
に
引
用
す
る
意
図
に
は
『
平
城
天
皇
灌

頂
文
』
第
四
文
（『
三
昧
耶
戒
序
』）
と
同
じ
前
九
住
心
と
は
隔
絶
し
た
密
教
の
超
絶
性
（
自
心
仏
と
三
密
思
想
）
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
第
三
点
は
、
⑸
『
釈
摩
訶
衍
論
』
五
重
問
答
引
用
の
相
違
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
無
明
（
迷
）
と
明
（
悟
）
と
の

領
域
を
隔
絶
し
た
も
の
と
し
て
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
つ
と
に
第
十
住
心
（
真
言
）
の
み
が
明
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ

け
よ
う
と
し
た
意
図
が
働
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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次
よ
り
こ
の
密
教
の
優
位
性
・
超
絶
性
・
内
包
性
の
う
ち
、
と
く
に
密
教
の
超
絶
性
を
主
張
す
る
空
海
の
密
教
思
想
に
つ
い
て

言
及
し
て
み
た
い
。

㈡
空
海
の
主
張
す
る
真
言
密
教
の
超
絶
性
と
は
何
か

一
　
空
海
の
主
張
す
る
密
教
の
超
絶
性

ま
ず
初
め
に
空
海
に
よ
る
密
教
の
超
絶
性
の
主
張
は
、
そ
の
優
位
性
と
と
も
に
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
十
住
心
で

説
明
す
れ
ば
、
前
九
住
心
に
次
い
で
最
後
に
第
十
住
心
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
文
脈
の
な
か
で
、
第
九
住
心
と
第
十
住
心
と
の
間
に

は
超
絶
的
な
隔
た
り
が
存
在
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
密
教
が
顕
教
に
比
較
し
て
優
位
に
あ
り
超
絶
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と

い
え
る
。
こ
の
超
絶
性
は
、
空
海
の
初
期
著
作
と
な
る
『
弁
顕
密
二
教
論
』
か
ら
晩
年
の
『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
い
た
る

顕
密
差
別
の
比
較
思
想
論
の
ほ
と
ん
ど
に
見
ら
れ
る
思
想
特
徴
と
い
え
る
。『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
当
初
で
は
、
密
教
以
外
の
仏
教

は
顕
教
と
一
括
さ
れ
て
密
教
と
比
較
さ
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
後
代
に
な
る
に
つ
れ
、
顕
教
が
六
宗
や
七
宗
と
し
て
細
分
化
さ
れ

序
列
化
さ
れ
、
そ
こ
に
儒
教
・
道
教
を
加
え
て
前
九
住
心
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
た
だ
し
、
こ
の
序
列
化
は
『
大
日
経
』
住

心
品
所
説
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
）。

次
よ
り
『
弁
顕
密
二
教
論
』
か
ら
密
教
の
超
絶
性
に
つ
い
て
空
海
の
表
現
す
る
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

も
し
『
秘
密
金
剛
頂
経
』
の
説
に
よ
ら
ば
、
如
来
の
変
化
身
は
、
地
前
の
菩
薩
お
よ
び
二
乗
凡
夫
等
の
た
め
に
三
乗
の
教
法

を
説
き
、
他
受
用
身
は
、
地
上
の
菩
薩
の
た
め
に
顕
の
一
乗
等
を
説
き
た
ま
う
。
な
ら
び
に
こ
れ
顕
教
な
り
。
自
性
・
受
用

仏
は
、
自
受
法
楽
の
故
に
自
眷
属
と
と
も
に
各
々
三
密
門
を
説
き
た
ま
う
。
こ
れ
を
密
教
と
い
う
。
こ
の
三
密
門
と
は
い
わ

ゆ
る
如
来
内
証
智
の
境
界
な
り
。
等
覚
・
十
地
も
室
に
入
る
こ
と
能
わ
ず
。
い
か
に
況
ん
や
二
乗
凡
夫
を
や
、
誰
か
堂
に
昇
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る
こ
と
を
得
ん
。（
弘
全
第
一
輯
、
四
七
四
頁
）

前
掲
の
引
用
文
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
最
初
の
部
分
に
相
当
す
る
大
意
序
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
他
受
用
身
と
自
性
・
受

用
仏
と
い
う
能
説
の
仏
身
に
分
け
て
顕
教
と
密
教
の
要
旨
を
開
陳
し
た
内
容
の
う
ち
、
自
性
・
受
用
仏
の
説
く
密
教
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
金
剛
頂
経
』（『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
序
』）
の
趣
意
を
も
っ
て
、『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
所
説

の
法
門
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
下
線
部
分
の
密
教
独
自
の
三
密
門
な
の
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
総

じ
て『
金
剛
頂
経
』系
の
経
軌
所
説
の
教
法
た
る
三
密
門
と
は
、智
法
身
大
毘
盧
遮
那
の
三
密（
一
切
の
如
来
た
ち
の
身
口
心
金
剛
）が「
金

剛
界
」
と
い
う
因
的
な
状
態
の
ま
ま
衆
生
の
菩
提
心
中
に
潜
在
す
る
も
の
（『
分
別
聖
位
経
序
』
で
は
こ
れ
を
「
金
剛
性
」
と
呼
び
、
一
切

の
如
来
た
ち
の
菩
提
心
に
も
と
づ
く
三
密
活
動
を
金
剛
界
三
十
七
尊
を
も
っ
て
表
象
す
る
も
の
を
さ
す
）
を
五
相
成
身
観
と
い
っ
た
密
教
修
行
の

三
密
瑜
伽
行
に
よ
っ
て
開
顕
さ
せ
る
法
門
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
五
相
成
身
観
（『
分
別
聖
位
経
』
で
は
金
剛
界
三
十
七

尊
の
三
摩
地
に
入
住
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
不
空
訳
三
巻
本
』
に
説
く
第
二
三
摩
地
た
る
「
最
勝
曼
荼
羅
王
の
三
摩
地
」
に
対
応
す
る
と

考
え
る
）
と
い
っ
た
三
密
瑜
伽
を
通
じ
て
、
毘
盧
遮
那
如
来
へ
と
成
仏
す
る
密
教
修
行
（
宗
学
用
語
の
「
表
徳
門
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
境

地
を
体
得
す
る
密
教
修
行
方
法
）
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、こ
の
密
教
修
行
に
よ
る
行
果
は
顕
教
の
空
観
に
も
と
づ
く
悟
り
（
顕

教
の
遮
情
門
に
よ
る
空
の
悟
り
）
で
は
手
の
届
か
な
い
深
い
悟
り
の
境
地
（
表
徳
門
に
よ
る
本
有
本
覚
の
悟
り
）
に
至
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
点
を
空
海
は
強
調
す
る
の
で
あ
る

A
I
B

。

次
に
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
よ
り
空
海
の
主
張
す
る
密
教
の
超
絶
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
そ
の
問
題
と
す
る
内
容
が
次

の
引
用
文
な
の
で
あ
る
。

問
う
、
顕
密
二
教
そ
の
旨
天
に
懸
な
り
。
今
こ
の
顕
経
の
中
に
秘
義
を
説
く
こ
と
不
可
な
り
。〔
答
う
〕	

医
王
の
目
に
は
途
に

触
れ
て
み
な
薬
な
り
。
解
宝
の
人
は
砿
石
を
宝
と
見
る
。
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
何
誰
が
罪
過
ぞ
。
ま
た
こ
の
尊
の
真
言
・
儀
軌
・

観
法
は
、
仏
『
金
剛
頂
』
の
中
に
説
き
た
ま
え
り
。
こ
れ
秘
が
中
の
極
秘
な
り
。（
弘
全
第
一
輯
、
五
六
二
頁
）
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右
の
引
用
で
は
明
確
に
顕
教
と
密
教
と
の
悟
り
の
境
界
の
浅
深
は
「
天は
る
か
　に
懸は
る
か
　な
り
」
と
強
調
さ
れ
、
顕
教
の
経
典
で
は
不
可
説

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
浅
深
の
超
絶
さ
は
『
金
剛
頂
経
』
に
説
か
れ
て
お
り
、「
秘
が
中
の
極
秘
な
り
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
顕
密
二
教
の
間
隙
に
関
す
る
超
絶
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
極
秘
の
内
容
は
先
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
け

る『
金
剛
頂
経
』の
自
性
・
受
用
仏
の
説
く
三
密
門
に
関
す
る
引
用
意
図
と
同
一
内
容
を
意
趣
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
弘
仁
十
三
年
の
著
述
と
想
定
さ
れ
得
る
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
第
一
文
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
十

地
の
菩
薩
も
遠
く
及
ば
な
い
自
性
・
受
用
仏
の
説
く
三
密
門
が
、
真
言
密
教
で
い
う
本
有
本
覚
の
法
門
で
あ
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。い

か
に
い
わ
ん
や
真
言
の
秘
蔵
は
三
自
を
超
え
て
も
っ
て
聞
き
が
た
く
、
金
剛
の
仏
戒
は
十
地
を
過
ぎ
て
し
か
も
得
が
た
し
。

輪
王
の
種
姓
・
大
機
の
菩
薩
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
誰
か
よ
く
五
智
を
一
心
に
聞
き
、
三
密
を
凡
身
に
得
ん
。
し
か
り
と
い

え
ど
も
、
医
眼
の
覩
る
と
こ
ろ
、
百
毒
薬
と
変
じ
、
仏
慧
の
照
す
と
こ
ろ
、
衆
生
す
な
わ
ち
仏
な
り
。
衆
生
の
躰
性
、
諸
仏

の
法
界
、
本
来
一
味
に
し
て
す
べ
て
差
別
な
し
。
衆
生
は
悟
ら
ず
し
て
長
夜
に
苦
を
受
け
、
諸
仏
は
よ
く
覚
っ
て
常
恒
に
安

楽
な
り
。
こ
の
故
に
衆
生
を
し
て
頓
に
心
仏
を
覚
り
、速
か
に
本
源
に
帰
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、こ
の
真
言
の
法
門
を
説
い
て
、

迷
方
の
指
南
と
な
し
た
ま
う
。
故
に
『
金
剛
頂
』
に
説
か
く
、｢

真
言
陀
羅
尼
蔵
と
い
っ
ぱ
、
一
切
如
来
秘
奥
の
教
、
自
覚

聖
智
修
証
の
法
門
な
り
。
ま
た
こ
れ
一
切
の
菩
薩
、
仏
の
浄
戒
無
量
の
威
儀
を
受
け
、
一
切
如
来
の
海
会
の
壇
に
入
っ
て
、

灌
頂
の
職
位
を
受
け
、
三
界
を
超
過
し
て
、
仏
の
教
勅
を
受
く
る
三
摩
地
門
な
り
。
因
縁
を
具
足
す
れ
ば
、
頓
に
功
徳
広
大

の
智
慧
を
集
め
て
、
無
上
菩
提
に
お
い
て
み
な
退
転
せ
ず
。
諸
の
天
魔
一
切
の
煩
悩
お
よ
び
諸
の
罪
障
を
離
れ
て
、
念
念
に

消
融
し
て
、
仏
の
四
種
法
身
を
證
す
。
い
わ
く
自
性
身｣

云
々
。
五
智
三
十
七
尊
等
の
不
共
の
仏
の
法
門
を
満
足
す
。（
弘
全

第
二
輯
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
）

前
記
引
用
文
の
傍
線
部
分
の
う
ち
、
後
段
に
説
く
「
こ
の
故
に
衆
生
を
し
て
頓
に
心
仏
を
覚
り
、
速
か
に
本
源
に
帰
ら
し
め
ん
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が
た
め
に
、こ
の
真
言
の
法
門
を
説
い
て
、迷
方
の
指
南
と
な
し
た
ま
う
」
と
い
う
一
節
で
は
、衆
生
の
自
心
の
源
底
に
「
心
仏
（
自

心
仏
）」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
存
在
を
「
本
源
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
本
源
が
意
味
す
る
も

の
は
、
大
乗
の
如
来
蔵
思
想
的
な
「
如
来
性
」
の
こ
と
で
あ
り
、
有
的
存
在
で
あ
り
、『
金
剛
頂
経
』
系
の
経
軌
で
明
か
さ
れ
る
智

法
身
大
毘
盧
遮
那
が
衆
生
の
う
ち
に
内
在
さ
れ
る
「
金
剛
界
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
段
で
は
こ
の
自
心
仏

な
る
衆
生
の
本
源
を
指
し
て
「
五
智
を
一
心
に
聞
き
、
三
密
を
凡
身
に
得
ん
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、『
金
剛
頂
経
』
系
儀
軌
の

説
く
五
相
成
身
観
と
い
っ
た
三
摩
地
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
身
心
に
毘
盧
遮
那
如
来
の
五
智
と
三
密
を
体
現
す
れ
ば
即
身
成
仏
の
可

能
な
こ
と
を
説
く
の
が
密
教
で
あ
る
と
い
っ
た
趣
旨
の
空
海
の
背
景
思
想
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
同
じ
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
の
第
二
文
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
顕
教
の
住
心
に
留
ま
っ
て
い
て
は
窺
い
知

る
こ
と
の
で
き
な
い
密
教
の
領
域
の
唯
一
独
尊
さ
が
主
張
さ
れ
る
。

そ
れ
こ
の
太
虚
に
過
ぎ
て
広
大
な
る
も
の
は
わ
が
心
、
か
の
法
界
を
越
え
て
独
尊
な
る
も
の
は
自
仏
な
り
。
仏
刹
微
塵
の
数

も
そ
の
数
量
に
譬
う
る
こ
と
能
わ
ず
。
日
月
摩
尼
の
光
も
そ
の
光
明
に
喩
う
る
こ
と
を
得
ず
。
修
行
を
待
た
ず
し
て
、
清
浄

覚
者
本
よ
り
具
し
、
勤
念
を
仮
ら
ず
し
て
、
法
然
の
薩
墟
自
ら
得
た
り
。
五
智
の
尊
そ
の
根
首
に
居
し
、
四
曼
の
徳
そ
の
枝

末
を
称
す
。
如
如
如
如
の
理
、
空
空
空
空
の
智
の
ご
と
き
に
至
つ
て
は
、
足
断
え
て
進
ま
ず
、
手
亡
じ
て
及
ば
ず
。
奇
な
る

か
な
曼
荼
羅
、
妙
な
る
か
な
わ
が
三
密
。
こ
こ
に
お
い
て
妄
風
鼓
し
て
海
水
躍
り
、
暗
雲
涌
い
て
虚
霧
霾
ふ
る
。
夢
虎
三
界

の
區
に
森
羅
た
り
、
空
華
四
生
の
宅
に
照
灼
す
。
我
我
の
執
、
い
よ
い
よ
そ
の
根
を
固
く
し
、
有
有
の
迷
、
重
ね
て
そ
の
葉

を
繁
く
す
。
三
重
妄
執
の
心
、
大
日
の
光
を
蔽
し
、
四
倒
実
有
の
思
、
満
月
の
面
を
蔭
う
。
狂
酔
し
て
驚
か
ず
、
三
途
の
患

熾
然
た
り
。
沉
眠
し
て
覚
ら
ず
、
三
有
の
火
蔓
莚
た
り
。（
弘
全
第
二
輯
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
）

前
掲
の
引
用
文
の
う
ち
初
め
の
傍
線
部
分
に
「
わ
が
心
」
に
存
在
す
る
「
自
仏
（
自
心
仏
）」
が
密
教
の
領
域
の
唯
一
独
尊
さ
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
領
域
は
「
如
如
如
如
の
理
、
空
空
空
空
の
智
の
ご
と
き
」
顕
教
の
教
理
と
智
慧
で
は
、
到
底
及
ぶ
こ
と
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が
で
き
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
自
心
仏
こ
そ
、空
海
が『
弁
顕
密
二
教
論
』以
来
主
張
し
て
い
る『
金

剛
頂
経
』
系
の
経
軌
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
菩
提
心
中
に
潜
在
す
る
金
剛
界
（
智
法
身
大
毘
盧
遮
那
に
し
て
一
切
の
如
来
た
ち
の
身

口
心
金
剛
が
衆
生
の
心
内
で
因
的
状
態
に
あ
る
も
の
）
を
指
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
の
第
四
文
（『
三
昧
耶
戒
序
』
と
同
文
）
に
な
る
と
、
前
掲
の
第
一
文
や
第
二
文
よ
り
具
体
的
に
住

心
名
を
挙
げ
て
、
密
教
の
悟
り
の
領
域
に
関
す
る
超
絶
性
を
指
摘
す
る
。

し
か
れ
ど
も
な
お
機
根
に
随
順
す
る
が
故
に
浅
深
遅
速
あ
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
諸
の
法
教
を
簡
択
せ
ん
と
欲
う
が
た
め
の

故
に
、
第
三
の
勝
義
心
を
発
す
。
ま
た
は
深
般
若
心
と
名
づ
く
。
い
か
ん
が
簡
択
す
る
。
も
し
上
根
上
智
の
人
あ
っ
て
、
か

く
の
ご
と
く
の
法
を
行
じ
て
早
く
自
心
の
本
宅
に
帰
ら
ん
と
欲
わ
ば
、
先
づ
す
べ
か
ら
く
乗
の
差
別
を
簡
知
す
べ
し
。
こ
の

乗
の
優
劣
を
簡
知
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
こ
れ
凡
夫
・
二
乗
お
よ
び
十
地
の
菩
薩
の
所
知
の
境
界
に
あ
ら
ず
。
た
だ
し
如
来
の
所

説
に
依
っ
て
こ
れ
を
知
る
の
み
。
如
来
明
ら
か
に
そ
の
差
別
を
説
き
た
ま
う
。
…
（
中
略
）
…
吾
ま
た
何
ぞ
堪
え
ん
。
如
実

一
道
の
心
は
、
心
垢
を
払
っ
て
清
浄
に
入
り
、
境
智
を
泯
し
て
如
如
を
証
す
と
い
う
と
い
え
ど
も
、
な
お
こ
れ
一
道
清
浄
の

楽
に
し
て
、
未
だ
金
剛
の
宝
蔵
に
入
ら
ず
、
こ
の
故
に
ま
た
住
す
べ
か
ら
ず
。
極
無
自
性
心
は
、
法
界
を
融
し
て
三
世
間
の

身
を
証
し
、帝
網
に
等
し
く
し
て
一
大
法
身
を
得
と
い
う
と
い
え
ど
も
、な
お
こ
れ
成
仏
の
因
、初
心
の
仏
な
り
。
五
相
成
身
、

四
種
曼
荼
羅
未
だ
具
足
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
こ
の
故
に
住
す
べ
か
ら
ず
。
い
わ
く
未
得
を
得
と
な
し
、
未
到
を
到
と
お
も

え
り
。
か
く
の
ご
と
く
如
来
の
教
勅
に
依
っ
て
最
上
の
智
慧
を
も
っ
て
乗
の
差
別
を
簡
ん
で
菩
提
心
を
発
す
べ
し
。
も
し
人

等
あ
っ
て
か
く
の
ご
と
き
の
車
に
乗
じ
て
所
行
の
道
に
行
く
を
ば
、
未
だ
最
上
の
浄
菩
提
心
と
名
づ
け
ず
。
こ
の
故
に
真
言

門
の
菩
薩
は
こ
の
諸
の
住
心
等
を
超
え
て
菩
提
心
を
発
し
、
菩
提
の
行
を
行
ず
べ
し
。
こ
の
乗
の
差
別
を
知
ら
ん
が
た
め
に
、

深
般
若
の
勝
義
心
を
発
す
。（
弘
全
第
二
輯
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
）

長
文
の
引
用
文
で
は
あ
る
が
、
空
海
の
述
べ
ん
と
す
る
趣
意
は
顕
教
の
第
九
住
心
ま
で
の
住
心
で
は
「
自
心
の
本
宅
（
自
心
仏
）」
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に
は
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
五
相
成
身
観
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
四
種
曼
荼
羅
の
世
界
た
る
「
金
剛
宝
蔵
（
金
剛
界
）」
に
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
に
、「
未
だ
最
上
の
浄
菩
提
心
で
は
な
い
（
金
剛
界
と
い
う
内
実
を
伴
わ
な
い
か
ら
）」
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。

最
後
に
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
よ
る
密
教
の
超
絶
性
に
関
す
る
表
現
の
二
文
を
検
証
し
て
み
た
い
。

・
あ
あ
自
宝
を
知
ら
ず
、
狂
迷
を
覚
と
お
も
え
り
、
愚
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
。
考
慈
心
に
切
な
り
、
教
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
何

ぞ
済
わ
ん
。
薬
を
投
ぐ
る
こ
と
こ
れ
に
あ
り
。
服
せ
ず
ん
ば
何
ぞ
療
せ
ん
。
い
た
ず
ら
に
論
じ
、
い
た
ず
ら
に
誦
す
れ
ば
、

医
王
呵
叱
し
た
ま
う
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
九
種
の
心
薬
は
、
外
塵
を
払
っ
て
迷
を
遮
し
、
金
剛
の
一
宮
は
、
内
庫
を
排

い
て
宝
を
授
く
。（
弘
全
第
一
輯
、
四
一
九
頁
）

・
第
十
秘
密
荘
厳
心
六
韻　

九
種
の
住
心
は
自
性
な
し
、
転
深
転
妙
に
し
て
み
な
こ
れ
因
な
り
。
真
言
密
教
は
法
身
の
説
、

秘
密
金
剛
は
最
勝
の
真
な
り
。
五
相
五
智
法
界
体
、
四
曼
四
印
こ
の
心
に
陳
ず
。
刹
塵
の
渤
駄
は
わ
が
心
の
仏
な
り
、
海

滴
の
金
蓮
は
ま
た
わ
が
身
な
り
。（
弘
全
第
一
輯
、
四
六
五
頁
）

前
記
の
引
用
二
文
の
う
ち
、
初
め
の
引
用
文
で
は
、
前
九
住
心
は
「
自
宝
」
た
る
自
心
仏
を
覆
幤
す
る
「
外
塵
」
な
る
煩
悩
を

「
払
っ
て
迷
を
遮
す
」
遮
情
門
の
レ
ベ
ル
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
先
の
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
第
二
文
の
「
如
如
如
如
の
理
、

空
空
空
空
の
智
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
と
同
一
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
密
教
の
領
域
は
「
自
宝
」
と
か
「
金
剛
の
一
宮
」
と

表
現
さ
れ
る
金
剛
界
（
金
剛
心
殿
）
の
内
庫
を
開
い
て
「
宝
（
一
切
如
来
た
ち
の
身
口
心
金
剛
に
し
て
智
法
身
大
毘
盧
遮
那
の
法
仏
の
三
密
）」

を
授
け
て
く
れ
る
教
え
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
の
引
用
文
で
は
、
顕
教
が
「
九
種
の
住
心
」
と
表
現
さ
れ
、

す
べ
て
真
言
密
教
の
因
で
あ
る
旨
が
明
か
さ
れ
、
先
の
金
剛
の
一
宮
に
内
蔵
さ
れ
る
「
五
智
法
界
体
、
四
曼
四
印
」
た
る
智
法
身

大
毘
盧
遮
那
が
自
心
仏
・
自
身
仏
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
空
海
の
著
作
を
順
に
追
っ
て
検
証
し
て
み
る
と
、『
金
剛
頂
経
』
系
の
経
軌
を
背
景
と
し
た
密
教
の
優
位
性
と
と
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も
に
そ
の
超
絶
性
が
明
か
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
灌
頂
文
』
の

こ
ろ
に
な
る
と
、
金
剛
心
殿
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
自
心
仏
・
本
覚
と
し
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
思
想
背
景
に
は
『
金

剛
頂
経
』
系
の
経
軌
に
明
か
さ
れ
る
智
法
身
大
毘
盧
遮
那
と
菩
提
心
中
に
内
在
さ
れ
る
金
剛
界
の
存
在
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
上
述
し
て
き
た
空
海
の
顕
密
差
別
の
比
較
思
想
論
に
お
い
て
筆
者
の
見
立
て
る
密
教
の
優
位
性
と
超
絶
性
と
内
包

性
の
三
点
を
取
り
上
げ
、
と
く
に
超
絶
性
の
背
景
と
な
る
密
教
経
論
の
諸
思
想
ま
で
遡
っ
て
、
空
海
の
意
図
す
る
真
言
密
教
の
世

界
観
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た
。
論
旨
と
し
て
は
初
期
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
か
ら
晩
年
期
の
『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
に

い
た
る
ま
で
の
諸
著
作
の
な
か
で
一
貫
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
、
お
も
に
『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
に
説
か
れ
る
智
法
身
大
毘

盧
遮
那
（
一
切
如
来
た
ち
の
身
口
心
金
剛
に
し
て
法
仏
の
三
密
）
と
衆
生
自
心
の
源
底
に
内
在
さ
れ
る
菩
提
心
中
の
金
剛
界
（
衆
生
の
領
域

に
存
在
す
る
法
仏
の
三
密
）
の
等
質
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る
衆
生
の
本
有
本
覚
の
部
分
が
顕
教
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
超

絶
性
と
し
て
空
海
が
捉
え
て
い
た
と
理
解
し
た
い
。
ひ
と
え
に
、顕
教
の
空
観
に
よ
る
極
地
と
な
る
智
慧
（
第
九
極
無
自
性
心
）
で
は
、

衆
生
心
の
源
底
に
内
在
す
る
金
剛
界
（
第
十
秘
密
荘
厳
心
）
を
観
得
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
五
相
成
身
観
等
の
密
教
三
摩
地
法
に
よ
っ

て
の
み
到
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
（
五
相
成
身
観
に
よ
っ
て
菩
提
心
中
の
五
鈷
金
剛
杵
に
象
徴
さ
れ
る
智
法
身
大
毘
盧
遮
那
を
速
疾
に

開
顕
さ
せ
る
こ
と
が
一
切
如
来
の
真
実
と
し
て
の
命
題
だ
か
ら

A
J
B

）
を
、
弘
法
大
師
は
わ
れ
ら
真
言
末
徒
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
思
考
す
る

の
で
あ
る
。
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註（
１
）
拙
稿
は
小
渕
［
二
〇
二
〇
、七
六
六
―
九
三
三
頁
］
に
刺
激
を
受
け
て
、
空
海
の
構
想
し
た
深
遠
な
る
真
言
密
教
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
と
思
い
論
述
し
て
み
た
が
、
先
行
研
究
に
対
す
る
検
証
や
論
考
の
不
十
分
な
ま
ま
脱
稿
し
て
し
ま
う
こ
と
を
遺
憾
に
思
う

次
第
で
あ
る
。

（
２
）『
勧
縁
疏
』
と
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
内
容
に
関
す
る
類
似
性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、勝
又
［
一
九
七
〇
、三
七
―
四
四
頁
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
、
修
行
方
法
と
教
益
の
勝
劣
に
関
す
る
内
容
の
有
無
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
く

ら
い
で
両
書
の
関
係
に
は
近
し
い
も
の
が
あ
り
、『
勧
縁
疏
』
か
ら
『
弁
顕
密
二
教
論
』
へ
と
展
開
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・『
勧
縁
疏
』
―
能
説
の
仏
身
、
修
行
方
法
、
随
他
意
語
と
随
自
意
語
、
因
分
可
説
と
果
分
可
説
、
成
仏
の
遅
速

・	『
弁
顕
密
二
教
論
』
―
能
説
の
仏
身
、
所
説
の
教
法
（
前
記
の
随
他
意
語
と
随
自
意
語
、
因
分
可
説
と
果
分
可
説
を
含
む
）、
成
仏
の
遅
速
、

教
益
の
勝
劣

（
３
）
た
だ
し
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
の
四
文
の
成
立
に
関
し
て
は
小
渕
［
二
〇
二
〇
、一
一
七
―
一
二
一
頁
］
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
第

一
文
に
は
偽
作
の
疑
い
が
あ
り
、第
二
文
・
第
三
文
の
成
立
が
よ
り
後
年
の
成
立
と
み
て
天
長
期
に
入
っ
て
か
ら
の
説
、第
四
文
を
含
め
て
「
十

住
心
教
判
の
骨
格
」
は
遅
く
と
も
天
長
四
年
の
こ
ろ
に
成
立
し
、
天
長
七
年
の
『
十
住
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
す
る
小
渕
説
は
現
在
の
段
階
で
妥
当
な
見
解
の
よ
う
に
思
え
る
。

（
４
）
勝
又
［
一
九
七
三
、五
八
七
―
五
八
八
頁
］
参
照

（
５
）『
三
教
指
帰
』で
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
文
脈
は
、虚
亡
隠
士
が
亀
毛
先
生
に
対
し
て
述
べ
る
次
の
よ
う
な
一
節
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
い

か
ん
が
己
身
の
膏
肓
を
療
せ
ず
し
て
た
や
す
く
他
人
の
腫
脚
を
発
露
す
や
。
卿
が
病
を
療
す
る
が
ご
と
き
は
治
せ
ざ
ら
ん
に
は
如
か
じ
」（
弘

全
第
三
輯
、
三
三
四
頁
）、
ま
た
亀
毛
先
生
ら
三
名
が
道
教
を
学
ぼ
う
と
す
る
な
か
に
も
儒
教
と
道
教
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
道
教
が

勝
れ
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
金
石
隔
あ
り
、
薫
蕕
比
ぶ
こ
と
な
し
」（
弘
全
第
三
輯
、
三
三
九
頁
）

（
６
）
勝
又
［
一
九
七
三
、五
八
四
―
五
八
五
頁
］
参
照

（
７
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
第
十
三
引
用
文
『
楞
伽
経
』
の
説
段
「
大
慧
、
法
仏
の
説
法
と
は
、
心
相
応
の
体
を
離
れ
た
る
が
故
に
、
内
証
聖
行
の
境

界
な
る
が
故
に
、
大
慧
、
こ
れ
を
法
仏
説
法
の
相
と
名
づ
く
。
…
（
中
略
）
…
喩
し
て
い
わ
く
、
今
こ
の
経
に
よ
ら
ば
、
三
身
の
説
法
に
お
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の
お
の
分
斉
あ
り
。
応
化
仏
は
内
証
智
の
境
界
を
説
か
ざ
る
こ
と
明
か
な
り
。
唯
法
身
の
み
い
ま
し
て
こ
の
内
証
智
を
説
き
た
ま
う
」（
弘
全

第
一
輯
、
四
九
五
頁
）

（
８
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
第
九
引
用
文
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
説
段
「
か
く
の
ご
と
き
の
五
が
中
に
、
前
の
四
の
言
説
は
虚
妄
の
説
あ
る
が
故
に
真
を

談
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
後
の
一
の
言
説
は
如
実
の
説
な
る
が
故
に
真
理
を
談
ず
る
こ
と
を
得
」（
弘
全
第
一
輯
、
四
九
〇
頁
）

（
９
）
た
と
え
ば
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
第
一
引
用
文
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
無
明
の
辺
域
」
と
「
明
の
分
位
」
と
い
っ
た
五
重
問
答
の
文

意
に
み
ら
れ
る
不
二
摩
訶
衍
の
超
絶
性
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
り
、
第
二
引
用
文
『
釈
摩
訶
衍
論
』
へ
の
喩
釈
に
お
い
て
も
密
教
の
超
絶
性

が
強
調
さ
れ
る
。「
喩
し
て
い
わ
く
、
い
わ
ゆ
る
不
二
摩
訶
衍
お
よ
び
円
円
海
徳
の
諸
仏
と
は
す
な
わ
ち
こ
れ
自
性
法
身
な
り
。
こ
れ
を
秘
密

蔵
と
名
づ
け
、
ま
た
金
剛
頂
大
教
王
と
名
づ
く
。
等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
秘
密
の
号
を
得
、
つ
ぶ
さ
に
は
『
金
剛
頂
経
』

に
説
く
が
ご
と
し
」（
弘
全
第
一
輯
、
四
八
〇
頁
）

他
に
も
、
顕
教
と
密
教
と
の
超
絶
性
を
強
調
す
る
文
脈
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・『
弁
顕
密
二
教
論
』
大
意
序
「
自
性
・
受
用
仏
は
、
自
受
法
楽
の
故
に
自
眷
属
と
と
も
に
各
々
三
密
門
を
説
き
た
ま
う
。
こ
れ
を
密
教
と

い
う
。
こ
の
三
密
門
と
は
い
わ
ゆ
る
如
来
内
証
智
の
境
界
な
り
。
等
覚
・
十
地
も
室
に
入
る
こ
と
能
わ
ず
。
い
か
に
況
ん
や
二
乗
凡
夫

を
や
、
誰
か
堂
に
昇
る
こ
と
を
得
ん
」（
弘
全
第
一
輯
、
四
七
四
頁
）

・『
弁
顕
密
二
教
論
』
第
六
引
用
文
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』「
喩
し
て
い
わ
く
、こ
の
章
の
中
の
勝
義
勝
義
・
廃
詮
談
旨
・
聖
智
内
証
・
一
真
法
界
・

体
妙
離
言
等
と
い
っ
ぱ
、
か
く
の
ご
と
き
の
絶
離
は
す
な
わ
ち
こ
れ
顕
教
の
分
域
な
り
。
い
わ
く
、
因
位
の
人
等
の
四
種
の
言
語
み
な

お
よ
ぶ
こ
と
能
わ
ず
、
唯
自
性
法
身
の
み
い
ま
し
て
、
如
義
真
実
の
言
を
も
っ
て
よ
く
こ
の
絶
離
の
境
界
を
説
き
た
ま
う
。
こ
れ
を
真

言
秘
教
と
名
づ
く
。『
金
剛
頂
』
等
の
経
こ
れ
な
り
」（
弘
全
第
一
輯
、
四
八
五
頁
）

（
10
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
最
後
の
説
段
で
如
来
秘
密
と
衆
生
秘
密
が
以
下
に
引
用
す
る
ご
と
く
明
か
さ
れ
る
が
、
こ
の
説
段
に
は
「
秘
密
」
と
い

う
概
念
を
用
い
て
衆
生
に
「
真
覚
」
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
秘
密
と
、
如
来
の
「
究
竟
最
極
法
身
の
自
境
」
の
秘
密
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
秘
密
の
強
調
こ
そ
、
密
教
の
優
位
性
の
上
に
空
海
が
主
張
し
た
い
密
教
の
超
絶
性
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
た
い
。

い
わ
ゆ
る
秘
密
に
し
ば
ら
く
二
義
あ
り
。
一
に
は
衆
生
秘
密
、
二
に
は
如
来
秘
密
な
り
。
衆
生
は
無
明
妄
想
を
も
っ
て
本
性
の
真
覚
を
覆

蔵
す
る
が
故
に
、
衆
生
の
自
秘
と
い
う
。
応
化
の
説
法
は
機
に
逗
っ
て
薬
を
施
す
。
言
は
虚
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
ゆ
え
に
他
受
用
身
は
内
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証
を
秘
し
て
そ
の
境
を
説
き
た
ま
わ
ず
。
す
な
わ
ち
等
覚
も
希
夷
し
、
十
地
も
絶
離
せ
り
。
こ
れ
を
如
来
秘
密
と
名
づ
く
。
か
く
の
ご
と

く
秘
の
名
重
々
無
数
な
り
。
い
ま
秘
密
と
い
っ
ぱ
、
究
竟
最
極
法
身
の
自
境
を
も
っ
て
秘
蔵
と
な
す
。（
弘
全
第
一
輯
、
五
〇
五
頁
）

（
11
）
第
一
の
用
例
で
あ
る
「
五
乗
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。『
弁
顕
密
二
教
論
』「
か
つ
て
医
王
の
薬
を
訪
わ
ず
ん
ば
、
い
ず

れ
の
と
き
に
か
大
日
の
光
を
見
ん
。
翳
障
の
軽
重
・
覚
悟
の
遅
速
の
ご
と
き
に
至
つ
て
は
、
機
根
不
同
に
し
て
性
欲
す
な
わ
ち
異
な
り
。
遂

使
じ
て
二
教
輙
を
殊
ん
じ
て
手
を
金
蓮
の
場
に
分
ち
、
五
乗
鑣
を
な
ら
べ
て
蹄
を
幻
・
影
の
埒
に
踠
つ
」（
弘
全
第
一
輯
、
五
五
四
頁
）

（
12
）『
秘
鍵
』
に
お
け
る
分
別
諸
乗
分
に
見
ら
れ
る
六
宗
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
勝
又
［
一
九
七
〇
、一
八
七
―
一
八
八
頁
］
参
照

（
13
）
第
二
の
用
例
で
あ
る
「
分
別
諸
乗
分
に
見
ら
れ
る
六
宗
」
に
つ
い
て
は
長
文
で
あ
る
た
め
引
用
は
省
略
し
た
い
。
な
お
空
海
の
解
釈
す
る
如

来
と
菩
薩
に
関
す
る
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
『
理
趣
釈
』
と
の
対
応
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
秘
鍵
』（
弘
全
第
一
輯
、
五
五
八
―
五
六
〇
頁
）

①
建
：
建
立
如
来
（
普
賢
→
華
厳
、
不
二
無
礙
円
融
）「
初
に
建
と
い
っ
ぱ
、
い
わ
ゆ
る
建
立
如
来
の
三
摩
地
門
こ
れ
な
り
。
色
不
異
空
と

い
う
よ
り
亦
復
如
是
に
至
る
ま
で
こ
れ
な
り
。
建
立
如
来
と
い
っ
ぱ
、
す
な
わ
ち
普
賢
菩
薩
の
秘
号
な
り
。
普
賢
の
円
因
は
円
融
の
三

法
を
も
っ
て
宗
と
な
す
。
故
に
も
っ
て
こ
れ
に
名
づ
く
」

②
絶
：
無
戯
論
如
来
（
文
殊
→
三
論
、
八
不
独
空
畢
竟
）「
二
つ
に
絶
と
い
っ
ぱ
、
い
わ
ゆ
る
無
戯
論
如
来
の
三
摩
地
門
こ
れ
な
り
。
是
諸

法
空
相
と
い
う
よ
り
不
増
不
減
に
至
る
ま
で
こ
れ
な
り
。
無
戯
論
如
来
と
い
っ
ぱ
、
す
な
わ
ち
文
殊
菩
薩
の
密
号
な
り
。
文
殊
の
利
劔

は
よ
く
八
不
を
揮
っ
て
か
の
妄
執
の
心
を
絶
つ
。
こ
の
故
に
も
っ
て
名
づ
く
」

③
相
：
摩
訶
梅
多
羅
冒
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
→
法
相
、
唯
識
識
性
幻
影
）「
三
つ
に
、
相
と
い
っ
ぱ
、
い
わ
ゆ
る
摩
訶
梅
多
羅
冒
地
薩
怛
嚩
の

三
摩
地
門
こ
れ
な
り
。
是
故
空
中
無
色
と
い
う
よ
り
無
意
識
界
に
至
る
ま
で
こ
れ
な
り
。
大
慈
三
昧
は
与
楽
を
も
っ
て
宗
と
し
、
因
果

を
示
す
を
誡
と
な
す
。
相
性
別
論
し
、
唯
識
境
を
遮
す
。
心
た
だ
こ
れ
に
あ
る
か
」

④
二
：
二
乗
（
声
聞
→
唯
蘊
無
我
、
縁
覚
→
抜
業
因
種
）「
四
つ
に
、
二
と
い
っ
ぱ
、
唯
蘊
無
我
・
抜
業
因
種
こ
れ
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち

二
乗
の
三
摩
地
門
な
り
。
無
無
明
と
い
う
よ
り
無
老
死
尽
に
至
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
こ
れ
因
縁
仏
の
三
昧
な
り
。
…
（
中
略
）
…
無
苦

集
滅
道
こ
れ
こ
の
一
句
五
字
は
す
な
わ
ち
依
声
得
道
の
三
昧
な
り
」

⑤
一
：
阿
里
也
嚩
路
枳
帝
冒
地
薩
怛
嚩
（
観
音
→
天
台
、
一
道
清
浄
不
染
）「
五
つ
に
、
一
と
い
っ
ぱ
、
阿
里
也
嚩
路
枳
帝
冒
地
薩
怛
嚩
の
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三
摩
地
門
な
り
。
無
智
と
い
う
よ
り
無
所
得
故
に
至
る
ま
で
こ
れ
な
り
。
こ
の
得
自
性
清
浄
如
来
は
一
道
清
浄
妙
蓮
不
染
を
も
っ
て
衆

生
に
開
示
し
て
そ
の
苦
厄
を
抜
く
。
智
は
能
達
を
挙
げ
、
得
は
所
証
に
名
づ
く
。
す
で
に
理
智
を
泯
ず
れ
ば
、
強
ち
に
一
の
名
を
も
っ

て
す
」

『
理
趣
釈
』（
正
蔵
一
九
巻
、
六
一
二
上
―
六
一
五
中
）

・
第
十
一
段（
一
切
衆
生
に
内
在
す
る
四
種
本
有
性
を
開
示
し
て
、一
切
衆
生
が「
本
有
本
覚
」の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
段
）の
教
主「
一

切
平
等
建
立
如
来
」
→
普
賢
菩
薩
：「
時
薄
伽
梵
一
切
平
等
建
立
如
来
と
は
、
是
れ
普
賢
菩
薩
の
異
名
な
り
」

・
第
七
段（
戯
論
を
離
れ
て
浄
菩
提
心
を
開
顕
す
る
た
め
の
四
種
三
摩
地
を
開
示
す
る
段
）の
教
主「
一
切
無
戯
論
如
来
」→
文
殊
師
利
菩
薩
：

「
時
薄
伽
梵
一
切
無
戯
論
如
来
と
は
、
是
れ
文
殊
師
利
菩
薩
の
異
名
な
り
。
復
説
転
字
輪
般
若
理
趣
と
は
、
転
字
輪
と
は
、
是
れ
五
字
輪

の
三
摩
地
な
り
」

・
第
四
段
（
一
切
の
存
在
は
清
浄
平
等
で
あ
り
、本
来
的
に
智
慧
を
具
な
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
四
種
不
染
の
清
浄
性
を
開
示
す
る
段
）

の
教
主
「
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
」
→
観
自
在
菩
薩
：「
時
婆
伽
梵
と
は
前
に
釈
す
る
所
の
如
し
。
得
自
性
清
浄
法
性
如
来
と
は
、
是
れ

観
自
在
王
如
来
の
異
名
な
り
。
則
ち
此
の
仏
を
無
量
寿
如
来
と
名
づ
く
。
若
し
浄
妙
仏
国
土
に
於
て
は
、
成
仏
の
身
を
現
じ
、
雑
染
五

濁
の
世
界
に
住
し
て
は
、
則
ち
観
自
在
菩
薩
と
為
る
。
復
説
と
は
、
則
ち
其
の
毘
盧
遮
那
仏
が
観
自
在
菩
薩
と
為
り
て
、
一
切
法
の
平

等
よ
り
観
自
在
智
印
を
出
生
す
る
般
若
の
理
趣
を
説
き
給
う
四
種
の
一
切
の
煩
悩
と
及
び
随
煩
悩
に
染
せ
ら
れ
ざ
る
三
摩
地
の
法
を
説

き
給
う
」

・
第
十
段（
衆
生
が
本
来
有
す
る
浄
菩
提
心
の
四
徳
を
開
発
す
る
た
め
の
四
種
忿
怒
の
実
践
を
開
示
す
る
段
）の
教
主「
能
調
伏
持
智
拳
如
来
」

→
慈
氏
（
弥
勒
）
菩
薩
：「
時
薄
伽
梵
と
は
、
前
に
釈
す
る
所
の
如
し
。
能
調
伏
持
智
拳
如
来
と
は
、
摧
一
切
魔
菩
薩
の
異
名
な
り
。
或

は
説
一
切
調
伏
智
蔵
般
若
理
趣
、
所
謂
一
切
有
情
平
等
故
忿
怒
平
等
と
は
、
是
れ
金
剛
降
三
世
三
摩
地
な
り
。
此
の
定
に
由
り
て
、
他

化
自
在
の
魔
王
を
調
伏
し
て
化
を
受
け
し
め
、
仏
道
に
引
入
す
。
…
（
中
略
）
…
何
以
故
一
切
有
情
調
伏
即
為
菩
提
と
は
、
本
は
是
れ

慈
氏
菩
薩
な
り
。
此
の
菩
薩
、
内
に
は
慈
定
に
入
り
て
深
く
難
調
の
諸
天
を
矜
愍
し
、
外
に
は
威
猛
を
示
し
て
化
を
受
く
る
こ
と
を
得

し
め
、
菩
提
に
引
入
す
る
に
由
る
」

（
14
）
第
三
の
用
例
で
あ
る
「
七
宗
の
行
果
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
弁
顕
密
二
教
論
』「
七
宗
の
行
果
は
一
行
に
歠
ん
で
足
ら
ず
」（
弘
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全
第
一
輯
、
五
五
五
頁
）、
ま
た
「
七
宗
の
行
果
」
と
は
述
べ
ず
と
も
、
同
じ
「
七
宗
」
を
指
示
す
る
用
例
と
し
て
は
、
第
三
の
行
人
得
益
分

に
お
け
る
「
初
の
人
に
七
つ
あ
り
、
前
の
六
つ
、
後
の
一
つ
な
り
」（
弘
全
第
一
輯
、
五
六
〇
頁
）
の
二
例
で
あ
る
。「
前
の
六
つ
」
と
は
華
厳
・

三
論
・
法
相
・
声
聞
・
縁
覚
・
天
台
の
六
宗
の
こ
と
で
あ
り
、「
後
の
一
つ
」
と
は
密
教
（
真
言
）
の
こ
と
を
指
す
。

（
15
）『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
に
お
け
る
密
教
の
奥
深
さ
即
ち
超
絶
性
に
関
す
る
用
例
「
い
か
に
い
わ
ん
や
真
言
の
秘
蔵
は
三
自
を
超
え
て
も
っ
て

聞
き
が
た
く
、
金
剛
の
仏
戒
は
十
地
を
過
ぎ
て
し
か
も
得
が
た
し
。
輪
王
の
種
姓
・
大
機
の
菩
薩
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
誰
か
よ
く
五
智
を

一
心
に
聞
き
、
三
密
を
凡
身
に
得
ん
。
…
（
中
略
）
…
こ
の
故
に
衆
生
を
し
て
頓
に
心
仏
を
覚
り
、
速
か
に
本
源
に
帰
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、

こ
の
真
言
の
法
門
を
説
い
て
、
迷
方
の
指
南
と
な
し
た
ま
う
」
ま
た
密
教
の
優
位
性
に
関
す
る
用
例
は
、
前
記
の
引
用
文
の
後
の
『
六
波
羅

蜜
経
』
の
五
蔵
説
の
趣
意
文
で
あ
り
、
密
教
が
五
蔵
の
う
ち
の
最
後
に
あ
た
る
「
総
持
」
に
し
て
「
醍
醐
の
ご
と
し
」
と
密
教
の
優
位
性
を

示
し
て
い
る
。「
ま
た
、『
六
波
羅
蜜
経
』
に
説
か
く
、
仏
所
説
の
教
に
総
じ
て
五
蔵
あ
り
、
云
云
。
こ
の
五
蔵
の
中
に
経
は
乳
の
ご
と
く
、

乃
至
総
持
は
醍
醐
の
ご
と
し
と
。
云
云
」（
弘
全
第
二
輯
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
）

（
16
）『
金
剛
頂
経
』
系
の
経
軌
に
説
か
れ
る
「
三
密
門
」
と
は
、
菩
提
樹
下
に
坐
す
一
切
義
成
就
菩
薩
（
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
菩
薩
）
が
一
切
の
如
来

た
ち
の
驚
覚
を
機
縁
に
教
示
さ
れ
た
五
相
成
身
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
提
心
（
月
輪
）
中
に
内
在
さ
れ
る
金
剛
界
（
金
剛
杵
＝
智

法
身
大
毘
盧
遮
那
に
し
て
一
切
の
如
来
た
ち
の
身
口
心
金
剛
た
る
三
密
活
動
）
を
開
顕
さ
せ
、
つ
ま
り
即
身
成
仏
し
て
金
剛
界
如
来
と
な
り
、

そ
れ
を
や
が
て
金
剛
界
曼
荼
羅
と
し
て
図
絵
表
現
し
な
が
ら
、
新
た
な
密
教
行
者
を
灌
頂
し
て
成
仏
へ
と
導
く
密
教
独
自
の
修
行
方
法
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
大
塚
［
二
〇
二
三
、三
四
七
―
三
八
一
頁
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）
詳
細
は
、大
塚
［
二
〇
二
三
、三
七
〇
―
三
七
二
頁
］
に
お
け
る
五
相
成
身
観
の
解
説
、と
く
に
は
第
三
成
金
剛
心
の
説
段
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
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［
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剛
頂
経
』『
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』（
春
秋
社
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〇
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史
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仏
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収
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・
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集
』
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一
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）

・
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又
［
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〇
］：
勝
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俊
教
編
修
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
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二
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（
山
喜
房
仏
書
林
）

・
勝
又
［
一
九
七
三
］：
勝
又
俊
教
編
修
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
第
三
巻
（
山
喜
房
仏
書
林
）

・
勝
又
［
一
九
七
〇
］：
勝
又
俊
教
『
密
教
の
日
本
的
展
開
』（
春
秋
社
、
再
版
二
〇
〇
〇
）

・
静
［
二
〇
〇
五
］：
静
慈
圓
「
包
摂
と
浄
化
」（『
弘
法
大
師
空
海
と
唐
代
密
教
―
弘
法
大
師
入
唐
千
二
百
年
記
念
論
文
集
―
』
法
蔵
館
、三
―
三
二
頁
）

・
高
木
［
一
九
八
一
］：
高
木
訷
元
『
弘
法
大
師
の
書
簡
』（
法
蔵
館
）

・
武
内
［
二
〇
一
五
］：
武
内
孝
善
『
空
海
伝
の
研
究
―
後
半
生
の
軌
跡
と
思
想
―
』（
吉
川
弘
文
館
）

・
吉
田
［
二
〇
〇
五
］：
吉
田
宏
晢
「
空
海
思
想
の
比
較
思
想
論
的
研
究
（
序
）」（『
弘
法
大
師
空
海
と
唐
代
密
教
―
弘
法
大
師
入
唐
千
二
百
年
記
念

論
文
集
―
』
法
蔵
館
、
四
八
―
五
九
頁
）
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